
でCJDl例を確狂した。これらの症例の臨床的、病理学的特徴こついて述べている。ブタ硬膜片レシーピ  
工ントは1型PrPre5の広汎な蓄積を示し、発症年齢、疾病期間、臨床症状、脳波などから孤発性CJDと考  

クロイツフエル  第8回 CJDニ次感染  日本で平成11年4月から19年2月16日までにCJDサーベイランス委員会に登録されたCJD症例数は897例  
トヤコブ病  予防に関する対策検  であった。CJDニ次感染リスク低減のため、CJD感染性が高いハイリスク手技に用いられた手術器具等  

討金 平成19年12月  の再使用に際し、現時点で推奨される処理として、適切な洗浄十3％SDS3－5分煮沸処理などを示した。ま  
109  20日   たCJD診断以前に行われた脳外科等の手術番兵を介したCJD二次感染リスク保有可能性者への対応に  

ついて、医療撒関に対し助言を行うとともに、専門家組織の設置を提言した。   
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変異型クロイ  ArchNeuro12007：84：  運動失調や記憶障嘗などを呈し、発症後14ケ月で死亡した患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、自覚  
ツフェルトヤ  1780－1784   の広汎な変性と皮質および自責におけるPrP沈着を示す非定型孤発性CJDであった。小脳組織由来の  
コプ病  PrPScを分子分析した結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPScであることが示された。典型  

115  的vcJDとはEDTA存在下でのプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコドン129はホモバリ  
ンであった。   

変異型クロイ  BiochimBiophysActa  変異型クロイツフェルトヤコブ病（vCJD）がウシのBSEと同じプリオン株によってヒトに発症するという認  

ツフェルトヤ  2007；1772：598－609  識はヒトプリオン病の分子生物学に関する正確な理解の必要性を注目させた。多数のプリオン病患者か  
コブ病  ら鋳られた詳細な臨床的、病理学的および分子学的データはヒトプリオン病lこおける表現型の多様性  

116  れ疾病に関連したPrPアイソフォームの伝播に部分的に関係していることを示した。ヒトにおけるプリオン  
感染の潜伏期間は50年を越えることもあるので、ヒトvCJD流行の程度を予測するにはまだ数年要する。   

変異型クロイ  Biologicals2007：35：  ドイツにおいて、VCJDが血液供給へ及ぼす影響について実際の集団データを基にモデル計算を行ったと  
ツフェルトヤ  79－97   ころ、輸血を介した伝播がvcJDを永続化するような可能性はなかった。更に、受血経験者を供血から排  
コブ病  除しても輸血の安全性向上にはほとんど寄与しないが、血液供給には多大な影響を及ぼすと考えられ  

117  た。そのためドイツにおいては受血縁壊者の除外は推薦されなかった。   

変異型クロイ  Biologicals2007：  異なるポアサイズのウイルス除去膜を使用し、異なる処理を行ったスクレービープリオン蛋白（PrPSc）の  
ツフェルトヤ  doi：10．1016月．biologica  除去能力を評価した。超音波処矧こより粒子径分布を至道化するように銅製した263KMFをスパイク物  
コブ病   s．2007．04．005   賞として使用したときは、75nnのろ液中にPrPScが検出された。15nmのろ過のみが全ての条件でウェス  

118  タンプロット法の検出限界以下までPrPScが除去されることが示された。しかし、1条件下の15nmろ液の  
バイオアツセイの結果では、感染性PrPScが確認された。   

変異型クロイ  BRA】NMEDICAL  BSEの発生状況は、今までの発生総数が125例以上の圏では減少傾向にあるが、日本など低発生国で  
ツフェルトヤ  2006；1モさ：37ト376  ま2005年に発生の増加がみられている。新たな問題として、非定型BSEが世界各国で検出されている。  
コブ病  また特定危険部位以外の組織でプリオンが確認されている。慢性消耗病（CWD）はシカのプリオン病であ  

119  り、自然状態で水平感染を起こし、伝播を阻止することは不可能に近い。しかし、シカとヒトとの間ではか  
なり大きな種の壁があることが示唆されている。   

ツフェルトヤ  2007：14：210－214  血球製剤の感染性は赤血球自体に関係があるのではなく、残存している白血球や血紫のような製剤中  120  変異型クロイ  CurrOpinHematoI  赤血球製剤の輸血によるヒトでのvCJD感染症例が報告されている。げっ歯類のTSEに関する実験で、赤          コプ病   の他の成分に関係することが示された。VCJD因子がヒト赤血球と結合できないことが示されたら、VCJD          が発生している国の血液サービスは輸血前に洗浄や濾過により感染性のある液相を取り除くことが賢明 かもしれない。   
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ど最小に減ずるための効果的な手段といえる。産業的獣脂由来製品はすべて、その起源にかかわらず、  
安全とみなすことができる。   

変異型クロイ  Eurosun／ejllきnCe   米国で3例日のvCJD症例が確定された。サウジアラビアで生まれ育った若年成人で、2005年後半から米  
ツフェルトヤ  11（12）2006年12月7日  国に住んでいる。2008年11月下旬にアデノイドおよび脳生検により確定診断された。この患者に輸血歴  
コブ病  やヨーロッパ訪問歴はなく、子供の頃にサウジアラビアでBSE感染牛製品を摂食したことが原因と思われ  

123  る。この患者に供血歴はなく、公衆衛生学的調査により、米国住民への伝播の危険はないと同定された。   

変異型クロイ  Eurosurvei脂nce   英国で輸血と関係した新たなvCJD症例（4例日）が、最近診断された。この症例は、献血17ケ月後にvCJD  
ツフェルト・ヤ  Weekb帽霊eaさe2007：  を発症したドナーからの赤血球輸血を受け、8年半後にvCJD症状を呈した。同じドナーからは3例目の  
コプ病   12（1）2007年1月18日  vcJD患者にも輸血されていた。4例日のvCJD感染症例により、輸血を介したヒトの間におけるvcJD感染  

124  リスクについての思念が高まっている。嘘例は全て、成分輸血に関係したものであり、血奨分画製≠剛＝  
よる治療に関連した症例は今まで報告されていない。   

変異型クロイ  FDA／C8ER2008年10  FDAは、米国で箆可されたヒト血奨由来寮∨Ⅲ凝固国子製剤（pdFVⅢ）の使用に係る潜在的vcJDリスク評  
ツフェルトヤ  月15日   価草案を作成した。FDAの評価モデルの結果は、血友病Aおよぴフォンウイルブランド病患者に使用され  

125  
コブ病   FDん／TSEACMee七ng  るpdFVm製剤の、VCJD感染リスクは非常に低いが、ゼロではないかもしれないことを示唆した。また    2∝帽年12月15日  TSEAC（TSEAdvisoryComm他ee）は、PdFVⅡⅠ製品中のTS亡除去の適切な開催について議論した。TSE除  

去レベルにより、VCJD感染リスクは大きく変動することが示された。   

変異型クロイ  FDん／CBER2008年11  FDAは、米国で認可されたヒト血衆由来策VJl）凝固因子製剤（pdFVⅦ）の使用に係る潜在的vcJDリスク評  
ツフェルトヤ  月27日   価草案を作成した。FDAの評価モデルの轄果は、血友病Aおよぴフォンウイルブランド病患者に使用され  
コプ病  るpdFV皿製剤の、VCJD感染リスクは非常に低いが、ゼロではないかもしれないことを示唆した。製造工程  

126  での原因物質除去レベルにより、VCJD感染リスクは大きく変動する。   

変異型クロイ  FDA／C8ER2008年11  英国血欒由来の第刀園子製剤が、1989－2000年に米国で50名以下の患者に使用されたと推定される。モ  
ツフェルトヤ  月丁日   デルを用いたリスク評価の結果、1998年まで第刃園子製剤を製造するために使用された血紫プールの  
コブ病  1．8％－50痛†vcJD病原体を含んでいる可能性があった。しかし、これまで血兼由来製剤の投与を受けた  

127  患者において、世界中で一件もvcJDの症例は報告されていない。製造工程におけるvCJD除去、使用  
圭、曝露経路および英国ドナーのvCJD有病率がリスクに影響を与える重要な因子である。   

変異型クロイ  FDA／CBER 2007年3  近年，米国で承認されている寮8因子．簾9因子を含む血紫由来の血液凝固因子および免疫グロブリンや  
ツフェルトヤ  月15日   アルブミンのような他の血策由来製品のレシピエントにおけるvcJDリスクに関する懸念が挙がっている。  
コプ病  これに対し．米FDAはリスク評価を行った。この評価に基づいて．USPublicHea此hServiceは米国で承認  

128  されている第8因子を投与されている患者のvCJDリスクは非常に低く、その他の血兼由来製品（寮9匡l子  
を含む）のvCJDリスクは同程度か更に低いとしている。   

変異型クロイ  FDA／CBER2007年3  近年、美園で得られた血紫から作られた血耀東関因子bdFXI）を投与された点者でのvCJDリスクが関心  
ツフェルト・ヤ  月30日   を集めている。1989年から2∝旧年の間に米国では約50人に英国血耀由来のpdFXIが投与された。世界中  
コブ病  でこれまで血友病や他の凝血疾患の患者においてvCJDは全く報告されていない。これらの患者は長期  

129  間にわたり血兼由来製剤を大王に投与されていることから、PdFX）を投与された患者でのvCJDリスクは小  
さいと考えられる。   

変異型クロイ  FDA／CBER 2007年5  近年，米国で承認されている簾8医仔，第9因子を含む血衆由来の血液凝周個子および免疫グロブリンや  
ツフェルトヤ  月30日   アルブミンのような他の血策由来製品のレシピエントにおけるvcJDリスクに関する懸念が挙がっている。  
コブ病  これに射し，米FDAはリスク評価を行った。この評価に基づいてUSPub】icHeaTthSenパceは、米国で承  

130  された集8因子をせ与されている患者のvCJDリスクは非常に低く、その他の血策由来製品のvCJDリスク  
は同程度か更に低いとしている。本ウェブページに関連資料．ガイダンスなどが掲載されている。   

変異型クロイ  FDA／CBER2007年5  近年、英国で得られた血兼から作られた血兼業刈因子（pdFXI）を投与された患者でのvCJDリスクが関心  
ツフェルトヤ  月30日   を集めている。1989年から2000年の間に米国では約50人に英国血燥由来のpdF追が投与された。世界中  
コブ病  でこれまで血友病や他の凝血疾患の患者においてvCJDは全く報告されていない。これらの患者は長期  

131  間にわたり血紫由来製剤を大量に投与されていることから、PdF氾を投与された患者でのvCJDリスクは小  
さいと考えられる。   
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vcJD感染症例により、輸血を介したヒトの間におけるvCJD感染リスクについての懸念が高まっている。4  
症例は全て、成分輸血に関係したものであり、血菜分画製剤による治療に関連した症例は今まで報告さ  
れていない。   

変異型クロイ  HPA／HeaIth   HPAにより進行中の研究でマウスにおいて歯科組織にTSE感染性があるとの知見が得られた。この結果  
ツフェルトヤ  ProtectionReport  は歯科用鍾および歯根菅拡張器がvcJD感染の伝播経路になりうることを示す。英国歯科担当長官は歯  
コブ病   1（用）2007年4月20日  髄拡張器および鍾を全ての患者に対し、1回限りの使用にするよう全ての歯科医に文書で通達した。V  

134  CJD伝播リスクを減少させるための注意である。また全ての歯科用装置について最高基準の汚染除去を  
行うよう忠告した。   

変異型クロイ  HPA／He81th   英国で4例日の輸血関連vcJD可能性例が診断された。この症例は供血後約17ケ月でvCJDを発症したド  
ツフェルトヤ  Protec血nRepo止1（3）  ナーからの赤血球輸血を受け、8年半後にvCJDを呈した。このドナーは3例日の輸血関連vcJD症例への  
コブ病   2007年1月19日   ドナーでもある。4例目の症例はプリオン蛋白遺伝子のコドン129がメチオニンホモ体であった。まだ生存  

135  中である。   

変異型クロイ  JBi01Chem2007：  トランスジェニックマウス（101LUを用いた感染性実壊の結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という  
ツフェルトヤ  282：35モ178－35886  徴侯を示すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法では検出されない動物の脳組織内に、高  
コブ病  力価のTSE感染性が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScのレベルと感染価との間の相関  

136  性に疑問を投げかけるものであり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全く含まない租繊が感  
染性となりうること、および高力価のTSE感染性を有しうることを示すものである。   

変異型クロイ  JGenViroI2∝）6：87：  4－8月齢時にBSE感染脳1gまたは100gを経口投与した乳牛を人工授精させ、出産後1週間以内と、授乳  
ツフェルト・ヤ  2433－2441   期間中10遇間間隔で搾乳した。乳サンプルを遠心分離し、Bio－RadPbte血EUSA法とSeprion－  
コブ病  PAGE／Westemblot法を用いて、BSEに関連する異常プリオンタンパクを分析した。その結果、ウシの乳  

137  の細胞分固から異常プリオンタンパクは検出されなかった。   

変異型クロイ  JGenViro】2007：88：  56頭の子牛に経口的BSEチャレンジを行い、ヰケ月毎に屠殺し、剖検動物のリンパ管ならびに末梢およぴ  
ツフェルトヤ  1048－1055   中枢神経系に属する組織を免疫組織化学的方法およぴイムノブロット法で調べ、PrPScの存在を分析し  
コフ病  た。その結果、PrPScは自律神経系を介して胃腸管から中枢神経系へ拡がっていくことが明らかとなっ  

138  た。非自律末梢神経へのP貯Sc浸潤は中枢神経系でのプリオン複製後の2次的な逆行事象であった。ま  
た、PrPScは感染後24ケ月の動物の脳幹で検出され、以前の報告より8ケ月間早かった。   

変異型クロイ  JGenVir012007；88二  BSEを経口的に接種し、20～33ケ月後に屠殺された無症候性ウシ由来の組織を、ウシPrPを発現する  
ツフェルト・ヤ  1379－1383   BoPrPイgllOマウスに脳内接種し、感染性を評価した。その結果、無症候性ウシにおけるβSE感染性は  
コブ病  神経系、／くイエル板および扁桃腺に限局していた。バイエル板と扁桃腺における感染性は分析された全  

139  ての時点で検出されたが、神経組織における感染性は27ケ月後に検出され、脳幹における感染性は33ケ  
月後に著しく増加した。牌巌、骨格筋、血液および尿では感染性は検出されなかった。   

変異型クロイ  JGenlゾiro12007：88：  PMCA（ProteinmisfoldingcycIicamp価cation）法を用いてSc237感染ハムスターにおけるPrPScの尿中排  
ツフェルトヤ  2890－2898   泄及び血中レベルの時間経過試験を行ったところ、疾患末期に高率のPrPSc排泄を箆めた。軽口投与  
コブ病  後、PrPScは全ての／くフィqコート検体中に存在し、症状出現期のハムスターの血しよう検体の大部分に  

140  存在した。尿中には経口投与後数日間はPrPScが排泄されたが、それ以降末期まで検出されなかった。  
TSE感染動物の尿中でPrPScが生化学的に検出された初めての報告である。   

変異型クロイ  JMedMicrobio12007：  TSEの病因におけるspir叩Iasmaの役割lこついて調べた。Spiroplasmamimmをシカに技量内接種したとこ  
ツフェルトヤ  58：1235－1242   ろ、1．5－5．5ケ月後にTSEの臨床症状を発現し、用量依存的に海線状脳症を呈した。反義動物への頭蓋内  
コブ病  接種後のTSE感染脳から鶏卵胚培養で印iropla＄maが分離された。これらのspir叩Iasmaをヒツジとヤギに  

141  頸董内接種したところ自然発生TSEに酷似の海綿状脳症が誘発されることが確認された。   

変異型クロイ  JNeuro＄Ci2007；27：  数種類のPrPトランスジェニックマウスへ伝達中の分子的および神経病理学的性質を分析する事により、  
ツフェルトヤ  8965－69了1   BSEL型と呼ばれる非典型的分離株の特徴を調べた。それらの分離株はウシPrPマウスを含む他の系統  
コブ病  ではBSEと異なった表現型特徴を保持していたが、予期せぬことに、ヒツジPrPを発現しているマウスに伝  

142  達した時、BSE型PrPの性質に非常に似た性質を獲得した。種の壁の通過とプリオン株の多様性との関  
係がさらに注目される。   
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ろ、一部のげっ歯類が感受性を有することが示唆された。これらの結果はCWD曜患シカの脳組織をげっ  
歯類の脳内に接種する実験でも確認された。シリアンゴールデンハムスターにおけるCWD分敲株の継代  
では、平均潜伏期間が異なり、明らかな神経病理学的パターンを示す分離株を特定した。CWDは一部の  
げっ歯類に伝播し、少なくとも2種類のTSE分離株が存在する可能性が示唆された。   

し、進行したが、血清学的検査は正常であった。MRIでは視床背側核全体の顕著な信号変化が示され  
た。VCJDの長期潜伏期間と無症候髄層は、重大な公衆衛生問題を提示する。   

変異型クロイ  ProcNat】AcadS（；i  アミロイドを含有するフォアグラにアミロイド促進園子仏EF）活性があるかを調べた。市販のフォアグラから  
ツフェルトヤ  2007：104：10998－  抽出したアミロイドA蛋白含有フィフリルを、二次性アミロイドーシスを起こすトランスジェニックマウス9匹  
コブ病   11001   ＝静脈内投与したところ全例で、また経口投与した場合は8匹中5匹でアミロイドの組織沈着が見られた。  

153  一方、対照群では全く組織沈着は見られなかった。加熱によりフォアグラのAEF活性は弱まったが、消失  
しなかった。アミロイドーシスは伝播性で、プリオン関連疾患の感染性と類似する可能性がある。   
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ウトマウス由来の脳組織中で、ウェスタンプロットシグナルと相関し、異なったペプチド配列を持つ試薬で  
はnega厄veアツセイシグナルであった。血奨又は血清に対して適用した場合には、MPDアツセイは未感染  
の対照と比較して、種々の実験的および自然TSE感染由来検体を区別した。MPDアツセイは、ヒト及び動  
物のプリオン病の前臨床及び臨床診断にあたり有用であると考えられる。   

変異型クロイ  Vaccine（200軋   ヒトや動物におけるTSEの多様性を解明するため、PrPre＄の詳細な特徴が研究されている。分子学的な  
ツフェルトヤ  doj：10．1016月．vaccine．2  方法により、最近、ヨーロッパと米国の感染牛で異常なBSE型が発見され、少なくともBSE牛の何例かに  
コプ病   006．10．058   は別の起源の可能性が出てきた。小型反弟動物での新しいTSE型は「非典型的スクレイピーJまたは  

167  rNor98Jと呼ばれ、ヨーロッパの大部分の国でTSE迅速検査で同定されている。   

灸異型クロイ  VetRec2∝17：180：  カナダで乳牛のBSE感染が確定したことで、牛肉だけでなく牛乳や乳製品が病原体プリオンを含有してい  
ツフェルトヤ  215－218   るかが大衆の関心事となった。このレビューは、牛乳や初乳中のプリオン、ならびに種々の動物系におけ  
コブ病  る垂直および水平感染に関する研究から牛乳の安全性に関するエビデンスを検討した。エビデンスは牛  

168  乳の消費による新たなvCJD感染のリスクは無視できることを示した。   

変異型クロイ  Virchow＄Arch2007：  リンパ者官から中枢神経系へのPrPScの神経侵！削＝関する細胞の要件を明らかにするために、共焦点  
ツフェルトヤ  451：1057－10t！5   顔微鏡を用いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル板、沸同腹リンパ節および脾腹内の神  
コブ病  経支配について調べた。前端應プリオン感染マウスではPrPSG蓄積細胞（濾胞樹状細胞）の神経支配は  

16g  なく、丁細胞ゾーンと細胞輸送領域で神経線経とPrPS¢伝達細胞（樹状細個）の接触が見られた。プリオン  
の神経侵襲過程に樹状細胞が関与する可能性が初めて示された。   

変異型クロイ  Z00nOSeSPubti（；   スクレイピーに感染したハムスターの脳ホモジネートをウシの乱酔管細菌叢と00時間インキュベー卜する  
ツフェルトヤ  Heal仙2007：54：185－  とPrPScは免疫化学的には検出できないレベルにまで漉少したが、このホモジネートを処理後、ハムス  
コブ病   190   ターの脳内に接種したところ、プリオン感染性は保持されていた。抗プリオン抗体3F4免疫反応性の消失  

170  はPrPScの生物学的不活性化と相関せす、TSE不活性化の評価にり＝スタンブE］ツトを用いることの欠点  
が明らかになった。更に、プリオン経口摂取後のPrPS¢を含む糞による環境汚染め可能性を示した。   

変異型クロイ  農林水産省プレスリ  日本において平成19年2月までに確認された32例のBSE発生事例について、感染源および疫学的研究の  
ツフェルトヤ  リース 平成19年12月  椿果が報告された。1995－1998年生まれの北海道・関東群（13例）について、統計側には共通の飼料工場  
コプ病   14日 第5回プリオン  で製造された代用乳が原因となった可能性が考えられるが、オランダ産の粉末油脂を感染原因とする合  

171  病小委員会   理的説明は困難であった。2001年10月以後リスク管理措置がとられ、2002年4月以降は全く陽性例は発  
見されていない。日本はBSEの封じ込めに成功すると見込まれる。   

ウシ膿ほう性  OIEDisea＄e   米国における水癌性口内炎－Follow－uPr印○止N0．10：今回報告終了日－2∝I8年10月27日、病因の同  
口内炎ウイル  Infbrm祉ion19（ヰ4）  定一水癌性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2008年8月17日、アウトブ  
ス感染   2008年11月2日   レイクの開始日－2008年8月13日、最後の倒ow－uPrePO止以降．新たなアウトブレイクは報告されていな  

172  い。   

ウシ膿ほう性  01EDisease   米国における水癌性口内炎－Foltow－uPrePOrtNo．11：今回報告終了日－2∝）6年11月13日、病因の同定  
口内炎ウイル  Infbmationlg（46）  ー水痘性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2∝I8年8月17日、アウトプレ  
ス感染   2008年11月18日  イクの開始日－2∝）8年8月13日、新たなアウトブレイクーWyoming札N油・0na都の農士引こおける1件（アウ  

173  トブレイクの開始日2∞8年10月30日）：ウシにおいて軌、例60例．症例1例．ウマにおいて疑い例8例，症  
例1例。   

ウシ膿ほう性  OIEDisease   米国における水癌性口内炎－Fo…ow－uPrePO止N0．12：今回報告終了日一2∞8年11月20日、病因の同定  
口内炎ウイル  lnfbm祉ion19（ヰ7）  一水癌性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2006年8月17日、アウトプレ  
ス感染   2006年11月23日  イクの開始日－2∝〉6年8月13日、新たなアウトブレイクーWyoming州，Na廿Ona郡などの農場における3件  

174  （アウトブレイクの開始日2008年8月13日．10月30日）：ウシにおいて疑い例4181札症例5例．ウマにおい  
て疑い例30例．症例1例。   

ウシ膿ほう性  01EDisease   米国における水癌性口内炎－Follow－uPrePOrtN0．13：今回報告終了日－2008年12月4日、病因の同定  
口内炎ウイル  lnbma血n19（49）  一水痘性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2008年8月1丁日、アウトプレ  
ス感染   2008年12月7日   イクの開始日－2006年8月13日、2006年11月20日～12月3日の報告期間に，新たな水癌性口内炎陽性  

175  の施設は確認されていない。   
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した。1996年と2∞1年の間に2系統の間で組換えが起こり、租換えウイルスがその後のアウトブレイクの  
原囲となったと考えられた。   

いて11月10日に報告された。この株では出血はあまり見られず、患者は高熱の後、死亡する。   

17／42ページ   



クロストリジウ  Eurosurvei”ance2007；  偽膜性大腸炎の患者からCIostridiumdifficileの変異株が日本で初めて分離された。この株はNAPl、  
ム感染   12（1）：070111   PCRribotypeO27、tOXinotypeⅢであった。この株は以前、カナダ、米国、オランダ、英国、フランス、ベル  

ギ一におけるアウトブレイクの原因として報告されている。   
189  

クロストリジウ  YAHOOニュース  千葉県の船橋市立医療センターは22日、同県内の50應代の男性が、主に牛の病気の原因とされる「気  
ム感染   （2007年2月22日 読  腫痕菌」に感染し、死亡したことを明らかにした。人への感染が報告されたのは世界初である。気腫虐菌  

売新聞）   は儒′ロなどから動物の体内に入り、筋肉が壊死する「気腫痘」を発症させる。同センターは、r気腫痕菌は  
190  人には感染しないというのがこれまでの常識だった。詳しい感染経路を調べることが今後の課塵」として  

いる。   

クロストリジウ  YOMIUR10NuNE  千葉県の船橋市立医療センターは22日、同県内の50歳代の男性が、主に牛の病気の原因とされる「気  
ム感染   （2007年2月22日 兢  腫痕菌」に感染し、死亡したことを明らかにした。人への感染が報告されたのは世界初である。気腫癒菌  

売新聞）   は傷口などから動物の体内に入り、筋肉が壊死する「気腫痘」を発症させる。同センターは、「気腫痕菌は  
191  人には感染しないというのがこれまでの常識だった。詳しい感染経路を調べることが今後の課題」として  

いる。   

クロストリジウ  イザ（産経新聞）   千葉県の船穂市立医療センターはと日、2008年2月に搬送され、死亡した同県内の50歳代の男性から気  
ム感染   2007年2月23日   腫痕菌が検出されたと2（氾7年2月22日に発表した。人への感染が報告されたのは初めてである。   

192  

クロストリジウ  共同通信2（氾7年2月  千葉県の船橋市立医療センターは22日、昨年2月に搬送され死亡した50歳代男性から、牛や羊などに高  
ム感染   22日   熟などの激しい症状を引き起こして死亡させる「気腫痕菌」が検出されたと発表した。この歯は土の中に  

多く生息するが、人への感染が確認されたのははじめてとのことである。   
193  

クロストリジウ  第37回日本嫌気性菌  58醜男性で受傷1日前より発熱、1汁、咳そう出現し、受傷当日39度合の発熱があった。土木作業中に  
ム感染   感染症胡究会・講演  鉄パイプで右前、側胸部を打撲し、翌朝打撲部の腫脹出現、痔痛増悪。肋骨2本のひびが確認された。  

抄録集2007年3月3  
194  日   ム腸性梓菌が検出され、C［ostridiurnchauvoe辻同定された。Cchauvoeiは獣医学領域の病原菌としてよ  

く知られているが、ヒトヘの感染が報告されたのは初めてである。   

コレラ   ProMED－   2008年10月の中国全土でのコレラ発生数は22例、死亡数0例であった。輸入症例であったか否かなど、こ  
mai120081128．3377  れ以外の情報はない。   

195  

コレラ   ProMED－   香港CentrefbrHea］thProtectionはコレラの輸入症例（2007年8月2日にHongKongへ帰国した30才男性）  
mai120070810．2803  を確認した。この男性は7月4日から8月1日にインドへ旅行し．8月1日に腹部けいれんおよび下痢を発症  

した。検査でVibriocholeraeOIEITorOgawa陽性であった。これは2007年に報告された初めてのコレラ  
198  症例である。   

コンゴ・クリミ  ProMED－   ロシアStavropo［地方におけるクリミアコンゴ出血熱（CCHF）が2008年よりも2倍高い発生率を示している。  
ア出血熱  mai120070821．2009  2007年6月13日現在、StavropoJ地方の12地域でCCHFと認定された23症例において、73％は動物との接  

触を介した感染であり、27％は自然界での感染であった。18例はダニによる岐傷を受け、5例は保護してい  
197  ない手でダニを取り除いていた。同地域では165名の入院患者がCCHFであると予備的に診断された。ダ  

二に唆まれた小児の数が増加していることから、当局はダニ対策の重要性を強調している。   
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